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概要（目的・用途・実施
内容）

Abstract (Aim, Use
Applications and

Contents)

Li2Sは高い理論エネルギー密度を有しているため、リチウム硫黄バッテリーの陰極
材料として注目されている。より高機能な材料開発においては、元素を添加した際
の電子構造の変化を詳細に議論する必要があり、従来、光電子分光による電子構造
の直接観測が行われてきた。しかしながら、光電子分光測定は表面敏感な手法であ
り、表面が高活性なリチウム系材料においては本質的な電子構造の観測には表面処
理方法の確立が必要不可欠である。そこで、本研究では本質的なLi2Sの電子構造の
取得に向けた表面処理条件の最適化に関する研究を行った。

実験
Experimental

測定試料には、Arガスで満たされたグローブボックス内でペレット化したLi2Sを用
いた。Li2S試料はグローブボックス内でトランスファーベッセルに入れ、アルゴン
ガス内で保管をした。その後、トランスファーベッセルを光電子分光装置に取り付
け、イントロチャンバーを真空引きにした後に試料を搬送した。清浄表面の取得に
は、X線光電子分光測定前にGCIBによるクリーニングを行った。X線光電子分光に
は、名古屋工業大学に設置されているNI-005：ULVAC-PHI社製Quantes用いた。X
線源にはAl-Kaを使用した。

結果と考察
Results and Discussion

トランスファーベッセルを用いて試料を搬送した直後のLi2Sの光電子スペクトルは
わずかにO 1sやC 1sが観測された。しかしながら、GCIB後の光電子スペクトルで
は顕著なO 1sやC 1sのピークは観測されず、明瞭なLi 1sのピークも観測された。
通常、Liを大気暴露した際にはLi2Oに起因するピークが観測され表面が酸化されて
しまうが、今回の結果ではLi2Oに起因するピークは観測されず、本質的なLi2Sの電
子構造が観測されたことが明らかになった。上記の結果から、表面活性なLi化合物
の電子状態を観測するためには、アルゴン雰囲気下によるトランスファーベッセル
を用いた試料搬送、GCIBによる表面クリーニングの手順が最適であると結論した。
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